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研究成果の概要（和文）：数十ppm程度の低濃度ポリ塩化ビフェニル(PCB)は焼却処理や機器の洗浄等で微量に混入した
炭化水素系溶剤や絶縁油に含まれており、これらの低濃度PCB汚染油を迅速かつ安全に処理可能な新規吸着剤の開発が
求められている。我々は、シリカゲル基材表面に環状オリゴ糖の包接化合物であるシクロデキストリン(CD)と架橋剤で
ある芳香族ジイソシアネートの交互反応を行うことで、吸着サイトを効率よく表面に修飾した。このウレタン架橋型CD
修飾シリカを用いて、油中の低濃度PCBに対する吸着実験を行うことで、4, 5, 6塩素化PCBに対して95%以上の高い吸着
除去率を示すことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Polychlorobiphenyls (PCBs) have prohibited both their manufacturing and 
commercial use due to their string toxicity. However the large amounts of oils contaminated with PCBs 
(several ten mass ppm) are still stored without the appropriate treatment. Under these backgrounds, we 
focused on novel and highly effective cyclodextrin-based adsorbents. Urethane-crosslinked cyclodextrin 
polymers were modified to the surface of silica gels via layer-by-layer assembly of cyclodextrin and 
diisocyanate linkers. The cyclodextrin polymer modified silica gel particles have high adsorption 
capabilities(with >95% removal efficiency) toward PCBs, such as tetra, penta and hexachlorobiphenyl in 
oil through the column method.

研究分野： 機能性高分子

キーワード： シクロデキストリン　吸着剤　ポリ塩化ビフェニル　分子認識

  ２版



様 式

１．研究開始当初の背景
(1) ポリ塩化ビフェニル
ポリ塩化ビフェニル

縁性、化学的安定性に優れ、不燃性などの特
性から電気機器のトランス、コンデンサなど
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会的な問題となり、
新たな使用が禁止された。国際的にも規制の
取り組みが始まり、残留性有機汚染物質に関
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る可能性があるため、使用済み
業所に現在も未処理のまま保管されている。
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理法として認定され、処理が開始されている
ものの、迅速な処理が難しい
である。
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焼却処理や機器の洗浄等で微量に混入した
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を処理するには処理コストや効率面、再利用
などの面で多くの課題がある。このようなこ
とから、より安全にかつ迅速な低濃度
汚染油を処理でき、さらに
の再利用も可能となる、新しい処理技術の開
発が強く望まれている。
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も多く報告されている。しかし、これまで
による包接は水中でのみ行われており、炭化
水素系溶剤や油中からの有機物質の包接に
ついては行われてこなかった。その
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